
「紅 優 甘」 品種：べにはるか

ＪＡにおける主要品種

・JA管内の作付率が約30％。
・「紅こがね」ブランドとして差別化販売。
・当管内で周年出荷している唯一の品種。
・長期貯蔵によりじっくり糖化させた「紅こがね」は、

期間限定で「熟成紅こがね」として販売。

「紅こがね」 品種：ベニアズマ

「紅まさり」 品種：べにまさり

・ＪＡ管内の作付率が約30%。
・焼き芋に最適な品種で、当産地が全国一の生産地。
・他の品種には少ない「果糖」と「ブドウ糖」が多く含

まれ、独特のさわやかな甘さが特徴。

・JA管内の作付率が約40％。
・「紅優甘」ブランドとして差別化販売。
・H23年から本格的に出荷が開始され，作付が伸びている。
・掘り取り直後から甘さが強く糖化が早いのが特徴。

べ に ゆ う か

<戦略３>味にこだわった栽培出荷体系の実践
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ＪＡなめがたしおさいの焼き芋の食味変化イメージ

８月からの新芋時期に
最も甘くしっとりした
焼き芋になるのは

「紅優甘」！

年明け頃に適度な
しっとり感と甘さが
伴ってくるのは
「紅まさり」！

長期貯蔵でより美味しくなって
くるのは「紅こがね」！

５月以降は熟成して、極上の
美味しさになります！

紅優甘
紅まさり

紅こがね
熟成紅こがね

甘
い
・
し
っ
と
り

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

３品種を組み合わせることで
一定レベルの食味を維持！！

<戦略３>味にこだわった栽培出荷体系の実践
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品種
出荷時期（月）

8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7

紅優甘

紅まさり

紅こがね

いつ食べても美味しい！周年出荷スケジュール

熟成紅こがね

紅こがね・熟成紅こがね
（1月～8月）

紅まさり
（1月～4月）

紅優甘
（8月～1月）

<戦略３>味にこだわった栽培出荷体系の実践
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営農における甘藷部会への働きかけ

現物検討会 焼き芋食味試験 栽培講習会

○定例会や役員会を定期的に開催し、出荷、販売のタイムリーな情報を共有
○研究会や後継者組織を発足し、将来の担い手育成のための活動を支援
○県関係機関や普及センターと協力し、消費者目線に立った生産や出荷に取り

組むための意識改革を図る手法として、食味試験や現物検討会等を実施

消費宣伝活動

“見る、食べる、納得する”
を繰り返し､消費者ニーズに
対応したカンショ作りを
部会員とともに目指す！

<戦略４> 組織活動を通した人づくり

うまい芋作り研究会検討会21



女性農業者や将来を担う若手後継者の活躍

20～30代中心の元気ある組織

平成26年にカンショ

若手後継者で組織する
“TEAM FUTURE”

が発足！

カンショ産地の
更なる発展ため

技術研鑽や販促等
の活動を展開！

＜戦略４＞若手後継者や女性の活躍

○ 若手後継者組織『ＴＥＡＭ ＦＵＴＵＲＥ』結成

○ 女性農業者による食育活動や情報発信

未来へと繋がる活気あるカンショ産地づくりのために後継者や女性が自ら活動！

行方の農産物の消費
拡大や食育等を実施！

集客力のある施設での直売活動 地元小学校での出前講座
女性グループが開発した

米粉たこ焼き

焼き芋試食による消費宣伝 22



品種の特徴や焼き芋の美味しい焼き方など、

消費者に直に接するスーパー販売担当者や

バイヤー等に対し直接出向きプレゼンを実施！

取引先へのカンショプレゼン活動

市場担当者にプレゼン

当産地の焼き芋がなぜ美味しいのか？その理由を売り先まで伝える…

量販店担当者にプレゼン

“焼き芋の話”主な開催場所 実施回数 人数

H21 千葉､静岡 3回 131名
H22 神奈川､茨城 6回 169名
H23 宮城､愛知 3回 125名
H24 北海道､秋田､東京 16回 259名
H25 福岡､兵庫､茨城 8回 135名
H26 滋賀、埼玉 13回 463名
H27 長野、兵庫 6回 370名

7年間で55回、1,652名に実施！

美味しさの根拠等の研究データを

蓄積した冊子“焼き芋の本”を

取引先に配布！

データに基づく
説明で納得！
顧客との信頼
関係を構築！

<戦略５> 実需者・消費者への積極的な産地ＰＲ
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焼き芋をまずは食べてもらう消費宣伝活動を積極的に実施！
美味しさの理由や品種の特徴等を消費者にじかに説明！

消費者に美味しさを伝える消費宣伝活動

試食による消費宣伝

焼き芋を食べてもらえれば美味しさが分かってもらえるはず…

生産者自ら消費宣伝
品種の特徴等を解説した

販促用POP・リーフレット

主な
開催場所

実施
回数

H24 宮城､福島､愛知 15回
H25 秋田､神奈川､大阪 16回
H26 北海道､神戸､福岡 14回

毎年､県内外で15回程度消費宣伝を実施！
消費者やスーパー等から大好評！

「しっとり甘い！」
「また食べたい！」
「美味しいので

毎回買っている！」

食べて理解して
もらうことを重視！

新たな顧客や
リピーターを獲得！

<戦略５> 実需者・消費者への積極的な産地ＰＲ
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『焼き芋戦略』から
食品企業との連携による新たな需要創出
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